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大雪 山国立公園,音 更川上流域における巨木 目録1

川 辺 百 樹1)・ 鏡 坦2)

AlistofgianttreesattheupperreachesoftheOtofukeRiver,

Taisetsuzan(Daisetsuzan)NationalParkI

MomokiKAwABE')andHiroshiKAGAMI2)

は じ め に

音更川上流域では1892年 から囚人労働によって

伐採がはじまった.1934年 に音更川上流域一帯は

大雪山国立公園に指定されたが,1939年 に十勝三

股まで鉄道が開通 し伐採は本格化 した.1960年 代

以降の木材需要の高まりは伐採量を飛躍的に増大

させた.こ のため,こ の地域では原生状態で1ha

当り300～400m3あ った材積量が,現 在 その半分

以下にまで減少 したと推定されている(久 保田康

裕氏 私信).こ のようにこの地域は国立公園であ

るが,森 林は大 きな人為的な干渉を受けてきた.

巨木はその地域のかっての森林の様子を物語る

レリックであり,地 域の自然のシンボルでもある.

環境省でも全国の巨木のデータベース化に取組ん

でいる.こ れまで森林地帯において巨木を記録す

るにあたっての問題は,巨 木の位置を特定するこ

との困難性であった.し か し近年,GPS(Global

PositioningSystem)の 精度 の向上により,地

点の把握が容易になった.そ こで本稿では,第1

報として音更川五の沢付近で確認された巨木(胸

高直径100cm以 上)に っいて報告する.な お,音

更川上流域では十勝三股の巨木にっいて報告され

ている(上 士幌町1996,斎 藤 ・川辺1998).

調査地と調査方法

調査は糠平湖(1955年 に発電のために造 られた

貯水 池)の 西岸,音 更 川五の沢流域 の約2km2の

範 囲で行 な った(図1).こ こ は烏 帽子山単性 火

山群 か ら続 く緩斜面 で,音 更 川上流域 で は十 勝三

股盆地 に次 ぐ大 きな平坦地形 とな ってい る.標 高

800mく ら いまで は針広 混交林帯 で あるが,斜 面

下部 の沢沿 いに は湿性地 が多いためアカエ ゾマ ッ

の優 占す る林分がみ られ る.こ こでは1892年 ころか

ら伐採が行なわれ,音 更川上流域ではもっとも早 く

か ら人為的撹乱 を受 けたところである.国 道273号

付 近 に シラカ ンバ βε'〃10P1αリァ勿11αvar.ノ9ρoη'co

の 優 占す る林分があ るが,こ れ は伐採跡地 に成立

した もので,こ の あた りの伐採圧の強 さを物語 っ

て いる.

調 査 は2002年4月 ～2005年2月 の積雪期 に行 な

われ た.ス キーで調査地 を任意 に歩行 し,巨 木 の

発見 に努 めた.胸 高直径 の計測 は,雪 にポールを

さ し積雪深 を調べ た後,直 径巻尺 を用 いて行 な っ

た.

調査者 礒野照弘,伊 東勲,川 邊真樹,木 谷文彦,

久保進,佐 藤信司,島 田雄吉(故 人),平 田正明,前 野

健,山 下征夫,山 田和幸

結 果 と考察

発 見 さ れ た 巨 木 を 表1に 示 す.ミ ズ ナ ラg〃 θrc〃3

御oηgo1/covar.gro∬ θ3εγrα'oが26本 と 最 も 多 く,

約7割 を 占 め た.次 い で シ ナ ノ キ771'oノ ρρoη'co6

本 ・ハ ル ニ レ σ1〃7π∫40v励oηovar.ノ ρρoη∫co4本 ・

1)ひ が し大 雪 博 物 館080-1403北 海 道 河 東 郡 上 士 幌 町 字 糠 平HigashiTaisetsuMuseumofNaturalHistory,Nukabira,

Kamishihoro-cho,Hokkaido,080-1403,Japan

2)音 更 高 校080-0574音 更 町駒 場OtofukeHightSchool,Komaba,Otofuke-cho,HokkaidoO80-0574
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図1.北 海 道 中 央 部,音 更 川 上 流 域 五 の 沢 付 近 に お け る 巨木 の分 布.数 字 は表1の 登 録 番 号 を示 す.

Figure1.DistributionofgianttreesattheupperreachesoftheOtofukeRiver,Taisetsuzan

(Daisetsuzan)NationalPark

ドロノキ.Pρρ〃1〃5〃7α珈20w'cz∫∫1本 であ った.胸

高直径 は110cm以 下 の ものが最 も多 く,4割 を 占

めた.最 大 胸高直径 は158cm(N32の ミズナ ラ)

で あ った.

巨 木 が出現 した最高標 高 は650mで あ った.標

高650mか ら上 は斜度 が きつ くな り十 分 な調査 を

行 えなか ったが,針 葉樹 が多 くな るため広葉樹の

巨木 があ った と して もご く少数であ ると推測 され

る.

巨木 の樹齢を正 確 に知 ることは,多 くの場合困

難であ る.た だ しドロノキ は例外で,洪 水跡地 な

どに先駆樹 種(パ イオ ニアツ リー)と して入 る性

質を利 用 し,大 規模洪水の発生時期か ら樹齢を推

定で きる場合 もあ る.斎 藤 ・川辺(1998)は,今

回の調査地 の北12.5kmに 位 置す る音更川 の支流,

シ ンノスケ クシュベ ッ川(中 の川)の 河畔林を調

べ,オ オバヤナギ7b融5瑠r加 η∫oηo林分が50～60

年前(1996年 時点で)の 洪水段丘面に生育 したと

推定 した.十 勝地方平野部での50年前か ら100年前

までの洪水記録によると1948,1947,1936,1922,

1919,1913年 に洪水が発生 している(北 海道開発

局帯広開発建設部1993).十 勝地方平野部での洪

水記録と調査地での出水状況 との関連を把握でき

ないが,今 回五の沢の氾濫原で発見された胸高直

径133cmの ドロノキ(N37)は,1936年 の洪水氾

濫原に定着 した可能性が高いと考える.と すると,

この ドロノキの樹齢は最大68年 と推定される.

今回2km2で37本 の巨木が確認されたが,筆 者

らの知る限 りでは音更川上流域でこれほど広葉樹

の巨木が集中的に出現するところは他にない.そ

の最大の要因は,こ れ らの巨木が用材に不適であ

るため伐採を免れたことにあると考えられるが,
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表1.音 更 川 上 流 域 五 の 沢 付 近 に お け る 巨 木 目 録

Table1.AlistofgianttreesattheupperreachesoftheOtofukeRiver,Taisetsuzan(Daisetsuzan)

NationalPark

登録番号 種名 胸高直径 緯度 経度 標高 調査日
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

侶

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

ミ ナラ 習2.5

ミズ ナラ124.5

ミズ ナラ116.0

ミズ ナラ108.0

ミズ ナラ104.5

ミズ ナラ109.0

シ ナ ノキ104.5

ミズ ナラ113.5

シ ナ ノキ103.0

ミズ ナラ121.0

ミズ ナラ102.0

ミズ ナラ103.0

ミズ ナラ126.0

ミズ ナ ラ121.5

ハ ル ニレ107.0

ミズ ナラ122.5

シナ ノキ101.0

シ ナ ノキ102.0

ミズ ナラ107.0

シ ナ ノキ100.0

ミズ ナラ135ρ

ミズナラ119.0

シナ ノキ103.5

ミズ ナラ123.0

ミズ ナラ 誓2.5

ミズ ナラ126.0

ミズ ナラ109ゆ

ミズ ナラ124.0

ミズ ナラ151.5

ハ ル ニレ107.0

ハ ル ニ.レ136.0

ミズ ナラ158.0

ハ ル ニレ123.0

ミズ ナラ121.0

ミズ ナラ 稲5.0

ミズ ナラ141.0

ドロノキ131.0

43。24'00.9"143。10'55.8"

43。24'04.5"143。10'28.8"

43。24'03.0"143。10'27つ"

43。24'04.1"143。10'22.4"

43。23'59.9"143。10'20.5"

43。23'584"143。10,19.7"

43。23'57.3"143。10'19.7"

43。23,55.2"143。10'16.8"

43。23'54.3"143。10'17.0"

43。23,54.0"143。10'20.9"

43。23'542"143。10'23.8"

43。24'02.3"143。10'35.6"

43。24'01.6"143。10'37.2"

43。24'Ot3"143。10'4t7"

43。24'02.6"143。1ゴ00.0"

43。24'07.3"143。11'Ot4"

43。24'04.2"143。1ゴ03.8"

43。23'56.7"143。10'23.8"

43。23'47」"143。10'12.7"

43。23'46」)"143。10'08.4"

43。23'44.4"143。10'078"

43。23'49.9"143。10'20.8"

43。23'53.7"143。 毛0,47.1"

43。23'534"143。10,47.1"

43。23'55.8"143。10,40.5"

43。23'57ρ"143。10'384"

43。23'54.6"143。10'510"

43。23'51.6"143。10'56.1"

43。23'52ρ"143。10'57.5"

43。23'49.8"143。10'59,1"

43。23'50」"143。10'59.7"

43。23'40.2"143。1f21.4"

43。23'53.1"143。11'21.9"

43。23'534"143。11'22.8"

43。23'53。7"143。11'22.2"

43。23'5t9"143。11'14,1"

43。23'5t3"143。11'10.2"

號

㎜
譜

枷
枷
㎜
説

枷
脚
劉

譜

認

㈱
㈱
働
枷
伽
鵬

詔

認

認

魏

説

譜

2002/4/3

2002/4/3
2002/4/3

2002/4/3

2002/4/3

2002/4/3
2002/4/3

2002/4/3
2002/4/3

2002/4/3

2002/4/3
2002/4/3

2002/4/3

2002/4/3

2002/4/3
2002/4/3

2002/4/3
2002/4/7

2002/4/7
2002/4/7

2002/4/7

2002/4/7

2002/4/10

2002/4/10
2002/4/10

2002/4/10

2002/4/12
2002/4/15

2002/4/15
2002/4/15

2002/4/15

2005/2/7

2005/2/7

2005/2/7
2005/2/7

2005/2/7

2005/2/7

広葉樹にとっての生育立地の好適性という要因も

無視できない.こ の点についてはさらに調査を進

め,今 後検討 したい.
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Summary

WeinvestigatedgianttreesattheupperreachesoftheOtofukeRiver,

Taisetsuzan(Daisetsuzan)NationalParkfrom2002to2004.Astheresult,

thirty-sevengianttreeswerefoundinthe2square-kilometerrange.Twenty-six

treesweregπ εκ 鋸 襯oηgo1'cαvar.9グo∬ εεε〃 α'o,6were刑 ∫o/qρoη'cα,4wereα 吻〃3

磁v溜oη α,andlwas.Pρ ρぬ3〃 礁'襯ow'cz".Themaximumdiameteratbreastheight

was158cm(9〃 θκ 〃3〃20ηgo1た αvar.970∬ ε5θ〃o'o).TheageofPρ ρぬ3吻 ακ'〃20wたz"

whichwasthepioneertreewasestimatedtobeabout68yearsold.

図2.N29ミ ズ ナ ラ(DBH151.5cm).

Figure2.N29g〃87c〃3吻oηgo11ωvar .

970∬85「8ηro'α.

図3.N32ミ ズ ナ ラ(DBH158cm).

Figure3.N32g〃 θFcπ3〃20ηgo1たovar.g70∬ θ3θ岸o'α

図4.N36ミ ズ ナ ラ(DBH141cm).

Figure4.N36g祝eκ 〃3〃70ηgo1'covar.g70∬ θ3ε〃o'α


